
観光立国は地方（地域）から推進を　東日本大震災１年

東北の魅力伝え　観光客増に弾みを
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■官民一体となって元気を創出、発信を

　東日本大震災から１年、被災された皆さまに心よりお見舞い申し上げます。震災による直

接的な被害こそ少なかった本県ですが、その後の自粛ムードや原発事故の風評被害などによ

り観光客が大きく減少し、観光業は深刻な事態に直面しました。

　こうしたことに対応するため、本県では「ニッポンの笑顔　秋田から！」を合言葉に、６

月から涅濤月にかけて最大３万人の県民を対象にした宿泊補助券プレゼントを実施したほか、

涅濤月から涅淹月にかけては食をテーマとしたキャンペーンを、１月から３月にかけては「かま

くら」などの小正月を題材とした冬の魅力をＰＲするキャンペーンを展開するなど、観光需

要の回復に切れ目なく取り組んできました。

　また、淹濤涅淹年度からは県に観光・文化・スポーツ分野を一体的に所管する組織を設置し、

交流人口の一層の拡大を目指すと共に、涅渕年秋のデスティネーションキャンペーンの展開、

涅渊年の国民文化祭の開催と、官民一体となって東北の元気を秋田から創出し、広く発信して

いきます。

　東北の復興は緒に就いたばかりです。ぜひ、東北、そして秋田にお越しいただき、観光を

通じた東北の元気回復を息長くご支援下さるようお願い申し上げます。
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■宿の魅力向上など、誘客活動を積極的に展開

　全国の皆さまからたくさんの励ましのお言葉やご支援をいただいたことに県民を代表して

感謝申し上げます。

　淹濤涅濤年涅淹月の東北新幹線全線開業後、真冬にもかかわらず全国から多くの観光客が本県を

訪れ、開業効果を実感していた矢先の東日本大震災の発生でありました。全国的に旅行自粛

が広がり、本県観光産業も大きな打撃を受けましたが、直後の４月には東北各県をはじめ関

係者の皆さまのご理解とご支援のもと、青森デスティネーションキャンペーンが予定通りに

スタートを切り、その後、東北新幹線の全線復旧、りんごの花や復興植樹をテーマにしたツ

アーなど、次第に多くのお客さまが本県を訪れて下さるようになりました。また、韓国、台

湾、香港におもむき、本県のＰＲを行うなど、関係者一丸となって国内外からの誘客の回復

に奔走した１年でありました。

　涅淹年度は、より多くのお客さまにご来県いただき、復興に向けて頑張っている姿を全国の

皆さまに見ていただきたく、東北新幹線青森県（八戸駅）開業涅濤周年やフジドリームエアラ

インズ（ＦＤＡ）名古屋小牧線就航１周年を契機とした誘客活動を展開するほか、観光コン

テンツのさらなる掘り起こしや磨き上げ、宿の魅力向上などを「東北の元気、日本の元気を

青森から」という意気込みで積極的に取り組んでまいりますので、皆さまのご支援、ご協力

をお願いいたします。

■４月から山形新幹線開業炳周年キャンペーン

　東日本大震災及び東京電力福島第１原子力発電所事故の風評被害により、東北地方の観光

業は震災発生から１年以上が経過した今日でも大きな影響を受けております。未だ観光客の

十分な回復には至っておらず、未曾有の風評被害により業界を取り巻く環境は依然厳しい状

況に置かれております。

　このような中、山形県としましては淹濤涅淹年度において、復興のための「祈り」と「祭り」

をテーマに、ＪＲ東日本と連携し、４月から半年間にわたり「山形新幹線開業淹濤周年キャン

ペーン」を展開すると共に、その中核イベントとしてさくらんぼのブランドイメージを活用

した「やまがた『さくらんぼ』祭り」を開催し、観光客の本格回復を図ってまいりたいと考

えております。

　また、先般、ＪＲ６社と共同で実施するデスティネーションキャンペーンの開催が、涅渊年

６月から９月を期間として決定しました。本県としては涅濤年ぶりとなるもので、「東北のあ

ったま～る絆やまがた」をテーマに、官民一体となったさまざまな観光施策を展開してまい

ります。皆さまのご来県を心よりお待ちしています。

■４月からいわてＤＣ、復興応援ツアーも

　現実のものとは思えないような光景が広がっていた３月涅涅日。あれから１年。これまで皆

さまから沢山のご支援をいただきました。心から感謝申し上げます。皆さまからのご支援は

私たちが極限状況から立ち上がる勇気と希望を与えてくれました。被災した沿岸部の宿泊、

観光施設も震災にくじけることなく、順次運営を再開してきております。また、震災直後は

大きく落ち込んだ観光客数も、昨年６月に平泉の文化遺産が世界遺産に登録されたことを契

機として、徐々に復興の兆しが見られるところです。

　こうした中、４月から６月にかけて、国内最大規模の観光キャンペーンである「いわてデ

スティネーションキャンペーン」が開催されます。期間中は、昨年仙台で開催され好評を得

た「東北六魂祭」をはじめ、県内各地でさまざまなイベントが開催されるほか、沿岸部の現

状を体験いただく「復興応援ツアー」を実施することにしております。この機会に、平泉を

はじめとする由緒ある歴史・文化や八幡平に代表される雄大な自然、宮澤賢治や石川啄木が

こよなく愛した岩手の風土、四季折々の山海の幸を体感いただきたいと思います。

　私たちはこれまで全国からいただいた温かいご支援にこたえ、日本一のおもてなしの心で

お迎えいたします。皆さまのお越しを心よりお待ち申し上げます。

■４月から「伊達な旅」春キャンペーン

　宮城県は、国内外の皆さまからの温かいご支援やご協力をいただき、東日本大震災からの

復旧・復興に向け、歩みを進めてまいりました。皆さまからのご支援に対しまして、心から

感謝申し上げます。

　震災以降、自粛ムードのまん延や風評の影響により、本県の観光を取り巻く環境は非常に

厳しい状況が続いておりますが、このような中、津波被害の大きかった沿岸部においても

「復興市」や「震災の体験を伝える語り部」など観光客を受け入れる取り組みが始まってい

ます。

　宮城県では今後涅濤年間の復興の道筋を示す「宮城県震災復興計画」を策定し、復興のポイ

ントの１つに「多様な魅力を持つみやぎの観光の再生」を掲げ、観光復興に向けた取り組み

を一層推進することとしています。

　県内では淹濤涅渕年春に「仙台・宮城デスティネーションキャンペーン」を開催します。これ

に先駆け、今年４月から６月にかけて「仙台・宮城『伊達な旅』春キャンペーン」を展開し、

花めぐりや味めぐり、趣向を凝らしたイベントなど、仙台・宮城の魅力を全国に発信するこ

ととしています。

　ぜひ花咲く春の仙台・宮城で、たくさんの笑顔を咲かせて下さい。私たちも笑顔いっぱい

のおもてなしで皆さまをお迎えいたします。お待ちしております。

■涅淹年度から観光復興キャンペーン開始

　東日本大震災から１年が経過しました。これまで全国の皆さまから多くの励ましやご支援

を賜り、心より御礼申し上げます。

　震災から１年が経った今、被災地の復旧・復興は急ピッチで進んでおり、地震・津波の影

響を受けた観光施設も次々と営業を再開しております。

　また、毎年７月に開催される「相馬野馬追」の甲冑競馬や神旗争奪戦も復活する見通しが

立つなど、甚大な被害を受けた浜通りも、観光復興に向けて１歩ずつ歩み出しております。

　淹濤涅淹年度からは、観光復興キャンペーンを本格的にスタートいたします。大河ドラマ「八

重の桜」放映を最大限に活用した観光誘客を図るため、企画展の開催や県内外におけるプロ

モーション活動を強化してまいります。また、来月８日からは、磐梯吾妻スカイラインが再

開通し、雪の回廊と桃源郷を一度に楽しむことができるようになりますが、昨年に引き続き

観光有料道路３路線の無料開放を実施し、積極的な観光誘客を図ってまいります。

　震災の影響は大きく、復興にはもうしばらく時間はかかりますが、県民の皆さんと共に、

観光の再生に向けて全力で取り組んでまいります。

　今後とも、皆さまからの温かな御支援を賜りますようお願い申し上げます。
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岸
で
は
津
波
被
害
が
あ
り

ま
し
た
盜
そ
し
て
原
発
事
故

に
よ
る
放
射
能
の
影
響
で
欷

県
内
各
地
が
風
評
被
害
を
い

ま
だ
に
受
け
て
い
る
状
況

で
欷
他
の
被
災
県
と
も
違
檸

た
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
盜

　
い
わ
き
も
欹
復
旧
飮
は
進

ん
で
い
ま
す
が
欷
欹
復
興
飮

が
進
ん
で
い
る
と
は
ま
だ
ま

だ
言
え
な
い
状
況
で
す
盜
そ

ん
な
中
２
月
８
日
に
欷
こ
の

１
年
福
島
の
元
気
を
発
信
し

続
け
て
き
た
欹
ス
パ
リ
ゾ
欟

ト
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
飮
が
全
面

オ
欟
プ
ン
し
た
こ
と
は
欷
と

て
も
明
る
い
ニ
欒
欟
ス
と
な

り
ま
し
た
盜
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ

の
ア
ピ
欟
ル
力
の
強
さ
を
私

達
も
生
か
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
盜

　
ま
た
３
月
烱
日
か
ら
は
常

磐
線
特
急
の
新
型
車
両
導
入

や
欷
上
野
殳
い
わ
き
の
所
要

時
間
の
短
縮
も
明
る
い
話
題

で
す
盜
新
し
い
電
車
に
乗
檸

て
欷
福
島
に
行
檸
て
み
よ
う

と
い
う
人
が
増
え
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
盜

　
福
島
県
は
今
ま
で
日
本
人

の
誰
も
体
験
し
た
こ
と
が
な

い
よ
う
な
苦
難
を
経
験
し
て

い
ま
す
盜
で
す
が
例
え
ば
厳

し
い
風
評
へ
の
対
応
策
と
し

て
欷
他
県
よ
り
も
食
材
の
安

全
検
査
な
ど
が
徹
底
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
欷
逆
に
強
み
と

し
て
生
か
せ
る
と
前
向
き
に

考
え
て
い
ま
す
盜

　
放
射
能
汚
染
に
よ
り
欷
農

業
欷
漁
業
な
ど
欷
福
島
県
を

支
え
て
き
た
１
次
産
業
が
全

く
動
け
な
い
今
こ
そ
欷
観
光

産
業
が
が
ん
ば
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
盜
私
た
ち
も
ど

ん
ど
ん
表
に
出
て
行
き
欷
福

島
の
元
気
を
ど
ん
ど
ん
ア
ピ

欟
ル
し
て
い
き
ま
す
盜

　
私
達
は
お
客
さ
ま
が
お
越

し
下
さ
る
こ
と
で
元
気
に
な

り
ま
す
盜
足
を
運
ん
で
い
た

だ
き
欷
福
島
の
元
気
を
実
感

し
て
欷
そ
の
実
感
を
周
り
の

方
に
も
伝
え
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
盜



東日本大震災１年　観光立国は地方（地域）から推進を

「観光の力」で　東北復興を後押し

Ｗ
Ｔ
Ｔ
Ｃ
サ
ミ
ッ
ト

東
北
・
夢
の
桜
街
道

東
北
六
魂
祭

５月２６、２７日
盛岡市で開催

桜
の
札
所
８８
カ
所
　

　”
巡
礼
”の
ツ
ア
ー

東
北
観
光
博

旅
行
者
に
特
典
な
ど
提
供

２８
の
観
光
ゾ
ー
ン
設
定
　

「
国
民
運
動
」と
し
て
推
進

大交流フェアで気勢福島

（５） 第２６５０号第３種郵便物認可２０１２年（平成２４年）３月３１日（土曜日）

東
北
パ
ス
ポ
欟
ト

「語り会」のチラシ

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

興
を
願
い
欷
昨
年
７
月
に
宮

城
県
仙
台
市
で
初
め
て
欹
東

北
六
魂
祭
飮
が
開
か
れ
た
盜

２
日
間
で
当
初
予
想
の
瀾
万

人
を
大
き
く
上
回
る
約
煖
万

３
千
人
が
訪
れ
た
盜
今
年
は

岩
手
県
盛
岡
市
を
舞
台
に
欷

５
月
焉
欷
烽
日
開
か
れ
る
盜

　
六
魂
祭
は
欹
青
森
ね
ぶ
た

祭
飮
欹
秋
田
竿
灯
ま
つ
り
飮

欹
盛
岡
さ
ん
さ
踊
り
飮
欹
山

形
花
笠
ま
つ
り
飮
欹
仙
台
七

夕
ま
つ
り
飮
欹
福
島
わ
ら
じ

ま
つ
り
飮
な
ど
欷
東
北
６
県

を
代
表
す
る
祭
り
が
競
演
盜

パ
レ
欟
ド
や
ス
テ
欟
ジ
で
の

イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
予
定
さ
れ

て
い
る
盜

　
６
県
の
県
庁
所
在
地
の
６

市
で
成
る
実
行
委
員
会
歉
会

長
・
谷
藤
裕
明
盛
岡
市
長
歐

は
欷
欹
被
災
者
へ
の
想
い
を

絶
や
す
こ
と
な
く
欷
こ
れ
か

ら
の
日
々
を
生
き
て
ゆ
く
た

め
に
盜
そ
し
て
失
わ
れ
た
魂

に
報
い
欷
よ
り
よ
い
東
北
を

創
檸
て
ゆ
く
た
め
に
欷
今
年

も
開
催
す
る
こ
と
を
決
意
し

た
飮
と
強
調
す
る
盜

　
６
つ
の
本
祭
は
い
ず
れ
も

８
月
に
開
催
さ
れ
る
が
欷
集

客
の
影
響
を
減
ら
す
た
め
５

月
に
開
く
こ
と
に
し
た
盜
実

行
委
は
２
日
間
で
炳
万
人
の

来
場
を
見
込
ん
で
い
る
が
欷

仙
台
同
様
欷
予
想
を
上
回
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
盜

　
東
日
本
大
震
災
の
発
生
と
東
京
電
力
福
島
第
１
原
子
力
発
電
所
の
事
故
か

ら
１
年
が
経
過
し
た
盜
観
光
業
も
大
き
な
痛
手
を
受
け
た
が
欷
少
し
ず
つ
回

復
の
兆
し
を
見
せ
始
め
て
い
る
盜
東
北
観
光
を
盛
り
上
げ
る
動
き
も
本
格
化

し
て
お
り
欷
そ
の
動
き
を
追
檸
た
盜
今
こ
そ
観
光
の
底
力
を
見
せ
る
時
だ
盜

　
青
森
県
弘
前
市
の
弘
前
公

園
欷
秋
田
県
仙
北
市
の
角
館

武
家
屋
敷
な
ど
欷
東
方
地
方

に
は
桜
の
名
所
が
少
な
く
な

い
盜
こ
の
桜
を
活
用
し
欷
東

北
に
観
光
客
を
呼
び
込
む
動

き
が
こ
の
春
か
ら
本
格
化
す

る
盜
東
北
６
県
の
名
所
狒
カ

所
を
選
定
欷
欹
桜
の
札
所
・

八
十
八
カ
所
飮
と
し
て
欷
四

国
八
十
八
カ
所
巡
り
の
よ
う

に
観
光
客
に
周
檸
て
も
ら
お

う
と
い
う
@
桜
巡
礼
A
の
試

み
だ
盜
欹
震
災
犠
牲
者
と
復

興
を
祈
る
旅
に
な
檸
て
く
れ

れ
ば
飮
と
関
係
者
は
期
待
す

る
盜

　
欹
東
北
・
夢
の
桜
街
道
飮

と
題
す
る
プ
ロ
ジ
櫪
ク
ト
を

主
催
す
る
の
は
欷
青
梅
信
用

金
庫
歉
東
京
都
歐
地
域
貢
献

部
に
事
務
局
を
置
く
欹
美
し

い
多
摩
川
フ
櫻
欟
ラ
ム
飮
と

姉
妹
団
体
の
欹
美
し
い
山
形

・
最
上
川
フ
櫻
欟
ラ
ム
飮
欷

そ
し
て
両
フ
櫻
欟
ラ
ム
を
母

体
に
昨
年
末
発
足
し
た
欹
東

北
・
夢
の
桜
街
道
推
進
協
議

会
飮
な
ど
盜

　
プ
ロ
ジ
櫪
ク
ト
に
は
６
県

や
東
北
観
光
推
進
機
構
の
ほ

か
欷
地
元
旅
館
組
合
や
旅
行
欷

航
空
欷
金
融
機
関
な
ど
が
後

援
盜
官
民
挙
げ
た
運
動
と
な

檸
て
い
る
盜

　
狒
カ
所
は
６
県
の
観
光
団

体
な
ど
の
推
薦
を
受
け
欷
昨

年
９
月
に
決
め
た
盜
そ
れ
ぞ

れ
の
札
所
に
番
号
を
付
け
欷

福
島
県
三
春
町
の
１
番
札
所

欹
三
春
滝
桜
飮
か
ら
各
地
の

桜
名
所
を
経
て
欷
狒
番
の
弘

前
公
園
に
至
る
広
域
ル
欟
ト

に
観
光
客
を
呼
び
込
む
盜
後

援
企
業
な
ど
に
よ
る
ツ
ア
欟

商
品
も
発
売
さ
れ
て
い
る
盜

　
４
月
炮
日
に
は
三
春
滝
桜

で
欷
美
し
い
多
摩
川
フ
櫻
欟

ラ
ム
の
副
会
長
を
務
め
る
元

Ｎ
Ｈ
Ｋ
キ
櫺
ス
タ
欟
欷
平
野

啓
子
さ
ん
に
よ
る欹
語
り
会
飮

が
行
わ
れ
る
盜

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

興
の
歩
み
を
世
界
に
知
檸
て

も
ら
う
絶
好
の
機
会
と
な
り

そ
う
な
の
が
欷
４
月
に
日
本

で
初
め
て
開
催
さ
れ
る
第
灑

回
欹
Ｗ
Ｔ
Ｔ
Ｃ
歉
世
界
旅
行

ツ
欟
リ
ズ
ム
協
議
会
歐
グ
ロ

欟
バ
ル
サ
ミ
蘖
ト
飮
と
そ
の

関
連
行
事
だ
盜

　
Ｗ
Ｔ
Ｔ
Ｃ
歉
本
部
・
ロ
ン

ド
ン
歐
は
世
界
の
ツ
欟
リ
ズ

ム
関
連
企
業
の
主
要
１
０
０

社
の
経
営
者
で
構
成
さ
れ
欷

国
連
の
世
界
観
光
機
関
歉
Ｕ

Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
歐
と
連
携
し
な
が

ら
ツ
欟
リ
ズ
ム
関
連
業
界
の

発
展
を
支
え
る
活
動
を
行
檸

て
い
る
民
間
団
体
だ
盜

　
サ
ミ
蘖
ト
は
４
月
炯
殳
炸

日
の
期
間
欷
仙
台
と
東
京
で

開
催
さ
れ
欷
参
加
予
定
者
は

国
内
外
合
わ
せ
１
千
人
超

で
欷
参
加
国
は
約
燎
カ
国
・

地
域
に
及
ぶ
盜
日
本
組
織
委

員
会
歉
委
員
長
欷
西
田
厚
聰

・
日
本
観
光
振
興
協
会
会

長
歐
が
運
営
に
あ
た
る
盜

　
具
体
的
に
は
仙
台
サ
ミ
蘖

ト
歉
ウ
櫪
ス
テ
檪
ン
ホ
テ
ル

仙
台
歐
は
烱
日
欷
東
京
サ
ミ

蘖
ト
歉
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル
新
高
輪
・
国
際
館
パ

ミ
欟
ル
歐
は
炬
欷
炸
日
に
開

か
れ
る
盜
仙
台
で
は
Ｗ
Ｔ
Ｔ

Ｃ
理
事
会
欷
年
次
総
会
も
行

わ
れ
る
盜

　
震
災
後
１
年
が
経
檸
た
日

本
の
@
今
A
を
世
界
の
ツ
欟

リ
ズ
ム
界
の
リ
欟
ダ
欟
が
目

の
当
た
り
に
す
る
意
義
は
大

き
く
欷
世
界
に
正
確
な
情
報

を
発
信
す
る
機
会
と
も
な

り
欷
ま
た
震
災
後
落
ち
込
ん

だ
訪
日
外
国
人
観
光
客
の
回

復
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
盜

　
東
北
地
方
へ
の
旅
行
を
促

進
し
欷
@
観
光
の
力
A
で
東

日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を

推
し
進
め
る欹
東
北
観
光
博
飮

が
炬
日
欷
本
格
的
に
ス
タ
欟

ト
し
た
盜
東
北
地
方
を
１
つ

の
博
覧
会
場
に
見
立
て
て
欷

統
一
的
に
観
光
情
報
を
発

信
欷
旅
行
者
に
特
典
な
ど
を

提
供
す
る
盜
国
民
に
東
北
へ

の
旅
行
を
呼
び
か
け
る
の
と

同
時
に
欷
全
国
の
旅
行
会
社

や
交
通
事
業
者
に
も
送
客
を

強
化
し
て
も
ら
い
欷
低
迷
し

て
い
る
東
北
へ
の
旅
行
需
要

を
喚
起
す
る
盜
期
間
は
来
年

３
月
末
ま
で
盜

　
東
北
観
光
博
は
欷
国
土
交

通
省
欷
観
光
庁
欷
地
方
自
治

体
欷
観
光
団
体
な
ど
で
構
成

す
る
実
行
委
員
会
の
主
催
盜

　
東
北
観
光
博
で
は
欷
焜
の

観
光
ゾ
欟
ン
を
集
客
の
中
核

と
な
る
地
域
と
し
て
Ｐ
Ｒ

し
欷
地
域
資
源
を
生
か
し
た

体
験
・
交
流
型
の
観
光
プ
ロ

グ
ラ
ム
な
ど
で
旅
行
者
の
受

け
入
れ
を
拡
大
す
る
盜
ゾ
欟

ン
ご
と
に
観
光
案
内
所
や
観

光
施
設
を
欹
旅
の
サ
ロ
ン
飮

欹
旅
の
駅
飮
に
指
定
し
欷
地

域
の
お
勧
め
の
観
光
プ
ロ
グ

ラ
ム
な
ど
を
紹
介
す
る
欹
地

域
観
光
案
内
人
飮
を
置
く
盜

　
ガ
イ
ド
ブ
蘖
ク
の
発
行
に

加
え
欷
旅
の
サ
ロ
ン
で
は

欹
東
北
パ
ス
ポ
欟
ト
飮
を
旅

行
者
に
配
布
盜
各
ゾ
欟
ン
の

ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
と
抽
選

で
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
も
ら
え
た

り
欷
観
光
施
設
で
提
示
す
る

と
料
金
割
引
が
受
け
ら
れ
た

り
す
る
盜
ポ
欟
タ
ル
サ
イ
ト

に
必
要
事
項
を
登
録
す
る

と
欷
ス
マ
欟
ト
フ
櫻
ン
を
デ

ジ
タ
ル
パ
ス
ポ
欟
ト
と
し
て

利
用
す
る
こ
と
も
で
き
る
盜

　
今
月
炬
日
に
は
東
京
駅
で

本
格
オ
欟
プ
ン
の
セ
レ
モ
ニ

欟
が
開
か
れ
欷
実
行
委
員
会

の
委
員
長
を
務
め
る
前
田
武

志
国
交
相
を
は
じ
め
東
北
６

県
の
知
事
欷
経
済
・
観
光
団

体
の
代
表
ら
が
出
席
し
た
盜

テ
欟
プ
カ
蘖
ト
や
東
北
新
幹

線
の
見
送
り
な
ど
の
行
事
を

行
い
欷
東
北
観
光
博
の
開
幕

を
ア
ピ
欟
ル
し
た
盜

　
同
日
に
開
か
れ
た
実
行
委

員
会
で
前
田
国
交
相
は
震
災

か
ら
の
復
興
に
向
け
欷
欹
東

北
へ
の
観
光
を
国
民
運
動
と

し
て
盛
り
上
げ
た
い
飮
と
意

欲
を
示
し
た
盜
本
格
オ
欟
プ

ン
に
際
し
て
実
行
委
員
会
が

採
択
し
た
宣
言
に
は
欷
欹
被

災
地
の
復
興
欷
東
北
の
地
域

経
済
の
活
性
化
欷
人
々
の
絆

の
強
化
の
た
め
に
観
光
が
果

た
す
べ
き
役
割
は
極
め
て
大

き
い
飮
と
盛
り
込
ま
れ
た
盜

　
東
北
観
光
博
の
目
標
は
欷

東
北
地
方
へ
の
入
込
客
数
を

震
災
発
生
前
の
水
準
に
回
復

さ
せ
欷
さ
ら
に
上
積
み
を
図

る
こ
と
盜
一
方
で
一
時
的
な

観
光
キ
櫺
ン
ペ
欟
ン
に
終
わ

ら
せ
ず
欷
地
域
が
主
体
と
な

る
持
続
的
な
観
光
客
誘
致
の

仕
組
み
づ
く
り
に
も
つ
な
げ

る
盜
滞
在
型
観
光
の
確
立
や

２
次
交
通
の
整
備
欷
地
域
間

連
携
の
促
進
な
ど
を
進
め
る

契
機
と
し
て
い
く
盜

　
震
災
の
被
害
が
大
き
い
太

平
洋
沿
岸
な
ど
の
地
域
に
つ

い
て
は
欷
地
域
の
意
向
を
十

分
に
踏
ま
え
た
う
え
で
欷
復

興
状
況
の
情
報
発
信
や
旅
行

者
の
送
客
を
進
め
る
盜
ボ
ラ

ン
テ
檪
ア
ツ
ア
欟
や
交
流
プ

ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
通
じ
た
地

域
住
民
と
来
訪
者
の
交
流
も

支
援
し
て
い
く
盜

炬
日
に
東
京
駅
で
行
わ
れ
た
オ
欟
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
欟

歉
上
歐
盜
東
北
各
県
の
ミ
ス
欷
ゆ
る
キ
櫺
ラ
も
勢
ぞ
ろ
い歉
左
歐

気
勢
を
あ
げ
る
俳
優
の
西
田
さ
ん

歉
左
か
ら
２
人
目
歐
ら
関
係
者

　
福
島
県
の
魅
力
を
首
都
圏

の
人
々
に
ア
ピ
欟
ル
し
欷
足

を
運
ん
で
も
ら
お
う
と
欹
が

ん
ば
ろ
う
ふ
く
し
ま
！
大
交

流
フ
櫪
ア
飮
が
春
分
の
日
の

炳
日
欷
東
京
・
有
楽
町
の
東

京
国
際
フ
櫻
欟
ラ
ム
で
開
か

れ
欷
約
１
万
６
千
人
が
会
場

を
訪
れ
た
盜

　
県
の
主
催
盜
会
場
に
は
約

燎
の
ブ
欟
ス
が
設
け
ら
れ
欷

伝
統
工
芸
品
や
特
産
品
な
ど

の
展
示
欷
販
売
の
ほ
か
欷
グ

ル
メ
コ
欟
ナ
欟
で
は
人
気
の

喜
多
方
ラ
欟
メ
ン
や
な
み
え

焼
き
そ
ば
な
ど
が
提
供
さ

れ
欷
長
蛇
の
列
に
盜
出
展
者

の
１
人
は
欹
本
場
で
食
べ
る

と
も
檸
と
う
ま
い
よ
飮
と
ア

ピ
欟
ル
し
て
い
た
盜

　
会
場
で
は
ス
パ
リ
ゾ
欟
ト

ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
の
ダ
ン
サ
欟

に
よ
る
ダ
ン
ス
シ
欖
欟
や
タ

レ
ン
ト
ら
に
よ
る
ト
欟
ク
＆

ラ
イ
ブ
シ
欖
欟
の
ほ
か
欷
県

内
の
ゆ
る
キ
櫺
ラ
も
登
場
欷

子
供
た
ち
の
歓
声
を
浴
び
て

い
た
盜

　
メ
欟
ン
イ
ベ
ン
ト
は
郡
山

市
出
身
の
俳
優
欷
西
田
敏
行

さ
ん
と
佐
藤
雄
平
知
事
の
ト

欟
ク
シ
欖
欟
盜
西
田
さ
ん
は

欹
県
民
は
歯
を
食
い
し
ば
檸

て
頑
張
檸
て
い
る
盜
皆
で
力

を
合
わ
せ
欷
世
界
初
の
復
興

の
モ
デ
ル
ケ
欟
ス
に
な
檸
て

や
ろ
う
飮
と
来
場
者
に
呼
び

か
け
た
盜

　
同
日
は
欷
福
島
か
ら
首
都

圏
に
避
難
し
て
い
る
被
災
者

ら
の
交
流
会
も
行
わ
れ
た
盜

　
有
楽
町
駅
前
の
家
電
量
販

店
に
買
い
物
に
来
た
と
い
う

煥
代
の
カ
蘖
プ
ル
は
欷
欹
福

島
は
震
災
と
原
発
事
故
の
ダ

ブ
ル
パ
ン
チ
で
欷
苦
し
み
は

半
端
じ
檳
な
い
と
思
う
が
欷

頑
張
檸
て
ほ
し
い
盜
機
会
が

あ
れ
ば
観
光
で
訪
れ
て
み
た

い
飮
と
エ
欟
ル
を
送
檸
た
盜

昨
年
７
月
の
仙
台
市
で
の
六
魂
祭
盜
写
真
上
は
花
笠
ま

つ
り
欷
右
は
竿
灯
ま
つ
り
‖
実
行
委
員
会
提
供


